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こ
の
小
論
は
昭
和
三
十
九
年
十
月
三
十
日
、
立
正
大
学
の
第
十
七
回
日
蓮
宗
教
学

研
究
発
表
大
会
に
於
て
、
「
日
蓮
門
下
教
学
の
諸
問
題
」
の
一
と
し
て
発
表
し
た

折
の
原
稿
に
若
干
追
補
し
た
も
の
で
あ
る
。
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隆
師
の
出
現
せ
ら
れ
た
時
代
は
、
わ
が
日
蓮
法
華
門
下
に
於
て
は
中
古
天
台
心
酔
時
代
と
称
さ
れ
て
い
る
時
代
で
、
身
延
・
中
山
・
富

士
・
京
洛
の
諸
山
等
関
東
関
西
の
各
門
流
の
殆
ん
ど
が
、
西
の
比
淑
山
か
関
東
の
仙
波
に
学
び
、
中
古
天
台
の
教
学
の
採
容
と
研
究
に
狂

奔
し
、
遂
に
は
天
真
独
朗
の
理
本
覚
説
を
以
て
宗
祖
大
聖
人
の
重
要
御
抄
を
解
し
て
平
然
と
し
て
い
る
が
如
き
、
能
所
・
本
迩
顛
倒
を
敢

て
し
て
い
た
実
に
わ
が
法
華
教
学
界
は
浩
々
と
し
て
中
古
天
台
躯
歌
時
代
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

日
隆
聖
人
は
南
北
朝
末
期
の
至
徳
二
年
（
祖
滅
一
○
四
）
の
出
生
よ
り
、
足
利
室
町
時
代
中
期
の
寛
正
五
年
（
同
一
八
三
）
の
入
滅
に

至
る
八
十
年
の
生
涯
の
中
、
後
六
十
年
は
研
究
・
布
教
・
著
作
に
専
念
し
、
そ
の
出
す
と
こ
ろ
の
著
述
は
実
に
三
百
数
十
巻
、
こ
の
全
著

述
が
ま
た
す
べ
て
わ
が
法
華
教
学
に
関
す
る
宗
義
書
に
し
て
他
に
関
す
る
も
の
は
一
も
な
い
こ
と
ば
、
日
蓮
大
聖
人
門
下
に
於
け
る
随
一

聖
人
白
ご
ｂ
弘
経
抄
九
八
｛
隆
雌
缶
冊
）

理
の
本
迩
と
云
ふ
ば
法
・
応
に
約
す
る
体
用
本
迩
な
り
。
故
に
本
と
云
ふ
も
法
中
諭
三
の
秘
密
の
三
身
を
以
て
本
と
為
す
。
故
に
爾
前

・
迩
門
の
法
身
の
理
本
に
通
ず
る
故
に
迩
本
一
致
な
り
。
：
．
…
・
：
調
く
天
台
宗
所
淡
の
本
迩
是
れ
な
り
。
…
：
：
：

此
の
本
迩
は
諸
御
抄
に
斥
ひ
た
ま
ふ
な
り
。
天
台
宗
の
諸
聖
教
に
之
を
賞
翫
し
口
伝
し
て
二
・
八
帖
抄
を
深
秘
と
為
す
。
価
て
諸
法
華

宗
此
れ
を
相
伝
し
て
諸
御
抄
の
肝
心
と
為
し
て
末
法
下
種
を
成
ぜ
ん
と
欲
し
て
思
は
ず
量
ら
ず
誇
法
と
成
り
畢
ん
ぬ
。

と
い
っ
て
、
当
時
の
諸
門
流
の
誇
法
を
指
摘
せ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
無
作
木
党
の
絶
待
思
想
を
肯
定
す
る
限
り
、
一
方
教
学
思
想
の
面
に
於
て
ば
、
当
然
能
開
所
開
の
本
迩
勝
劣
を
迷
乱
す
る
非
差
別

の
宗
学
者
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

日
隆
聖
人
の
寿
量
本
佛
観
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と
て
徹
底
的
に
絶
待
の
上
の
相
待
主
義
を
強
調
せ
ら
れ
て
い
ろ
。
こ
れ
が
隆
師
教
学
の
根
本
思
想
で
あ
る
。
本
門
の
経
説
は
実
に
こ
れ
を

顕
す
も
の
で
あ
っ
て
、
聖
人
の
主
張
す
る
本
門
八
品
は
こ
の
絶
待
の
上
の
久
遠
本
時
の
相
待
的
事
相
世
界
、
即
ち
俗
諦
常
住
の
消
息
を
明

し
、
而
も
そ
こ
に
能
所
本
迩
の
勝
劣
の
存
す
る
こ
と
を
顕
説
せ
る
経
教
で
あ
る
。
さ
れ
ば
こ
の
義
を
単
的
に
表
示
せ
ん
が
為
に
、
聖
人
は

「
な
か
ｊ
、
に
尚
里
近
く
な
り
に
け
り
、
あ
ま
り
に
山
の
奥
を
尋
ね
て
」
と
い
う
古
歌
を
引
用
す
ろ
を
常
と
し
て
い
る
。

従
っ
て
隆
師
の
寿
量
本
佛
観
も
こ
の
絶
待
を
超
え
た
相
待
主
義
の
根
本
思
想
を
以
て
立
論
せ
ら
れ
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
故
に
隆
師

悪
平
等
の
思
想
が
主
張
さ
れ
る
し
、
他
方
実
践
面
に
於
て
は
、
煩
悩
即
菩
提
・
生
死
即
浬
梁
の
実
修
否
定
の
本
能
主
義
が
唱
え
ら
れ
、
遂

に
ば
外
道
を
破
し
て
佛
教
を
樹
立
さ
れ
た
佛
陀
釈
迦
を
、
三
大
部
に
於
て
南
北
諸
師
を
批
判
せ
ら
れ
た
天
台
・
妙
楽
を
、
還
っ
て
開
会
観

心
主
義
の
立
場
よ
り
悪
な
り
と
非
議
し
、
並
に
叡
山
に
女
犯
肉
食
を
禁
制
さ
れ
た
伝
教
大
師
を
も
、
無
作
本
覚
の
行
者
に
あ
ら
ず
始
党
の

行
者
な
り
と
ま
で
破
斥
す
る
が
如
き
、
祖
師
違
反
の
誇
法
が
生
ず
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
急
逝
雛
雌
八
の
）

か
か
る
宗
義
晦
冥
時
代
に
出
現
せ
ら
れ
た
日
隆
聖
人
は
、
宗
祖
の
中
古
天
台
破
斥
の
真
義
を
体
し
、
佛
教
と
申
す
ば
道
理
な
り
、
道
理

と
は
能
所
本
迩
の
勝
劣
な
り
の
大
聖
人
の
相
待
主
義
を
唱
導
し
、
当
時
の
謬
れ
る
諸
法
華
宗
の
本
迩
一
致
、
開
会
観
心
悪
平
等
の
絶
待
思

想
を
排
し
て
祖
道
に
導
入
せ
ん
と
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
聖
人
は

此
の
八
品
の
意
は
絶
待
の
上
の
相
待
妙
と
見
へ
た
り
。
乃
至
当
に
知
る
べ
し
、
本
門
は
絶
待
を
廃
し
て
相
待
を
建
立
せ
り
。
（
輔
雌
と

と
説
き
、
こ
の
相
待
義
を
更
に
委
し
く
表
現
し
て

是
れ
本
迩
雌
殊
不
思
議
一
、
雄
一
而
本
迩
宛
然
と
云
へ
る
本
迩
宛
然
の
上
に
本
門
法
華
宗
を
立
つ
。
是
れ
即
ち
同
が
上
の
異
、
一
が
上

の
勝
劣
、
不
二
が
上
の
而
二
、
不
変
が
上
の
随
縁
、
理
極
が
上
の
事
行
、
無
相
が
上
の
有
相
、
難
行
が
上
の
易
行
な
り
。
此
れ
を
教
弥

実
位
弥
下
の
本
門
と
云
ふ
な
り
。

日
隆
聖
人
の
寿
量
本
佛
観

（
琳
嶮
此
）
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が
三
身
の
中
に
は
報
身
を
以
て
中
心
主
体
と
な
し
、
報
身
本
佛
の
中
に
三
身
を
論
ず
ろ
こ
と
は
、
も
と
よ
り
宗
祖
日
蓮
大
聖
人
の
重
要
御

書
の
指
南
に
基
く
も
の
で
あ
る
こ
と
は
論
ず
る
ま
で
も
な
い
が
、
天
台
大
師
以
来
妙
楽
・
伝
教
等
の
法
華
教
学
の
正
統
を
承
継
し
、
宗
祖

大
聖
人
死
身
弘
法
の
正
義
を
解
釈
し
唱
導
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
故
に
隆
師
の
教
学
に
於
て
は
、
当
時
流
行
の
中
古
天
台
の
自
然
本

覚
の
思
想
に
対
し
て
は
徹
底
的
に
批
判
破
斥
こ
そ
す
れ
、
一
毫
微
塵
も
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
を
以
て
隆
師
を
評

し
て
教
相
至
上
主
義
の
学
者
だ
と
す
る
者
が
あ
ら
ぱ
、
そ
の
評
者
こ
そ
中
古
天
台
の
観
心
主
義
に
惑
謬
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

聖
人
は
寿
量
顕
本
に
つ
い
て
、
本
門
の
正
意
は
三
章
の
中
に
は
宗
玄
義
で
あ
り
、
宗
玄
義
は
三
身
の
中
に
ば
報
身
に
当
る
。
天
台
大
師

が
「
此
品
詮
量
通
明
一
三
身
一
若
従
一
別
意
一
正
在
一
報
身
こ
と
釈
せ
ら
れ
た
如
く
、
寿
量
品
の
大
意
は
本
地
三
如
来
の
寿
命
を
詮
量
す
る
に

あ
る
が
、
若
し
別
し
て
い
う
と
き
は
三
身
の
中
に
は
報
身
の
寿
命
を
詮
量
す
る
に
あ
る
と
す
る
。
天
台
が
正
在
報
身
を
説
く
に
当
っ
て
義

便
・
文
会
の
二
義
を
以
て
せ
ら
れ
た
が
、
隆
師
は
こ
の
解
釈
に
拠
っ
て
報
身
に
は
上
冥
下
契
の
徳
が
あ
っ
て
三
身
宛
足
し
て
い
る
。
法
身

に
は
上
冥
の
徳
ば
か
り
で
只
本
の
徳
の
み
あ
り
、
応
身
は
下
契
の
徳
ば
か
り
で
只
迩
の
徳
の
み
で
あ
る
が
、
報
身
に
は
上
冥
下
契
の
義
が
あ

っ
て
本
迩
の
徳
を
具
備
し
て
三
世
に
亘
っ
て
衆
生
を
益
す
る
。
ま
た
法
身
は
無
相
の
佛
に
し
て
説
法
な
く
、
応
身
は
説
法
す
れ
ど
も
無
常

佛
に
し
て
一
世
に
限
る
、
多
世
に
亘
っ
て
随
緑
化
度
す
る
こ
と
を
得
る
の
は
報
身
の
久
遠
な
る
に
よ
る
の
で
あ
る
。
爾
前
・
迩
門
に
於
け

る
報
応
佛
は
所
開
に
し
て
有
為
無
常
な
る
故
に
、
衆
生
に
熟
益
と
少
分
の
脱
益
を
与
え
る
け
れ
ど
も
下
種
の
義
が
な
く
、
従
っ
て
化
道
の
始

終
、
種
熟
脱
の
益
が
な
い
。
そ
れ
故
に
一
切
衆
生
の
本
尊
と
は
な
り
得
な
い
。
然
る
に
本
門
久
遠
の
報
身
佛
は
能
開
に
し
て
長
寿
を
以
て

三
世
常
恒
に
広
大
の
利
生
を
施
し
、
生
々
世
々
に
三
身
を
示
現
し
以
て
種
熟
脱
の
化
道
を
為
す
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
三
世
通
じ
て
衆
生

日
隆
聖
人
の
寿
量
一
本
佛
観

二
、
三
身
即
一
の
正
在
報
身
に
つ
い
て

－4－

二一一~~



是
れ
即
ち
報
身
が
家
の
応
身
、
常
住
が
家
の
無
常
に
し
て
、
無
常
常
住
倶
時
相
即
、
随
縁
不
変
一
念
寂
照
の
功
徳
な
る
べ
し
。

と
明
さ
れ
て
い
る
。
久
成
本
佛
の
実
体
は
報
身
で
あ
っ
て
こ
の
報
身
本
佛
に
三
身
を
具
足
し
て
い
る
。
故
に
三
世
通
じ
て
化
道
の
始
終
、

種
熟
脱
の
化
益
を
な
す
本
体
は
報
身
本
佛
で
あ
る
が
、
そ
の
熟
益
の
化
道
を
実
際
に
な
す
佛
は
是
れ
本
佛
体
具
の
三
身
の
垂
迩
諸
佛
で
あ

る
が
、
こ
の
三
益
の
化
道
の
中
、
種
脱
の
と
き
に
は
常
住
の
本
佛
が
出
生
し
て
教
化
を
な
す
。
在
世
得
脱
の
断
無
明
証
中
道
の
聖
機
に
対

す
る
と
き
は
常
住
報
身
の
尊
形
を
示
し
て
之
を
益
し
、
滅
後
下
種
の
下
機
に
対
す
る
場
合
は
無
常
応
身
の
相
を
現
じ
て
之
を
化
す
。
こ
の

時
の
応
身
無
常
の
佛
と
は
地
涌
脊
雌
で
あ
る
．
こ
れ
末
代
五
樹
乱
漫
の
衆
生
に
対
す
る
色
相
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
報
身
が
家
の
応
身
、
常

住
が
家
の
無
常
の
相
で
あ
っ
て
応
身
の
応
用
の
体
が
無
常
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
以
上
が
隆
師
の
開
目
抄
に
於
け
る
応
身
・
報
身

成
佛
の
手
本
と
し
て
の
本
尊
と
な
る
佛
は
、
こ
の
報
中
諭
二
、
正
在
報
身
の
本
佛
釈
尊
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
（
Ｊ
眺
不
泌
雌
肌
鞭
》
）
こ

れ
は
も
と
よ
り
隆
師
の
私
説
で
は
な
く
、
宗
祖
大
聖
人
の
開
目
抄
・
本
陣
抄
に
示
さ
れ
た
報
身
正
意
諭
に
準
拠
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
宗
祖
が
開
目
抄
に
、
応
身
・
報
身
の
顕
本
は
今
経
本
門
の
涌
出
・
寿
量
の
二
品
に
限
る
と
仰
せ
ら
れ
た
応
身
・
報
身
の
顕
本
に

対
し
て
、
如
何
な
る
解
釈
を
な
さ
れ
た
か
と
い
え
ば
、
隆
師
は
私
新
抄
六
（
報
咄
三
）
に

示
し
て
云
く
、
常
住
の
報
身
、
無
量
の
尊
形
を
頚
し
出
世
し
て
三
世
の
衆
生
を
利
し
た
ま
ふ
時
、
断
無
明
証
中
道
の
現
世
得
脱
の
機
を

ぱ
常
住
の
報
身
を
以
て
之
を
利
し
、
滅
後
三
時
の
悪
人
を
ぱ
応
身
無
常
転
変
の
色
相
を
以
て
之
を
利
す
べ
し
。

其
の
故
は
報
身
と
云
ふ
方
は
長
圷
に
し
て
三
世
倶
に
無
作
の
一
佛
な
れ
ば
常
住
に
し
て
無
生
無
滅
な
り
。
此
れ
は
断
惑
証
理
の
人
の
本

尊
な
る
べ
し
。
末
代
は
五
濁
乱
慢
の
衆
生
、
四
顛
倒
迷
謬
の
機
な
れ
ば
無
常
遷
滅
の
応
身
を
以
て
生
死
の
着
執
を
離
れ
し
む
る
こ
と
尤

も
便
な
れ
ば
顕
本
の
応
身
を
以
て
本
尊
と
為
す
べ
し
。
：
…
・
…

当
宗
の
本
尊
は
報
応
二
身
に
亘
る
や

日
隆
聖
人
の
寿
埜
本
佛
観
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新
抄
六
（
烹
嘩
一
）
に

口
伝
に
云
く
、
円
宗
の
本
尊
は
三
身
具
足
の
報
身
な
る
べ
し
。
：
：
：
：
．
報
身
は
是
れ
修
因
感
果
の
佛
な
れ
ば
総
じ
て
は
一
切
衆
生
の
本

尊
な
る
べ
し
。
衆
生
の
修
因
感
果
、
死
此
生
彼
を
離
れ
常
住
の
慧
命
を
得
る
手
本
な
れ
ば
必
ず
長
寿
の
報
身
な
り
と
云
ふ
な
り
。
法
身

は
非
因
非
果
、
応
身
は
無
常
の
佛
な
る
故
に
、
末
代
当
時
の
本
未
有
善
の
機
、
修
因
感
果
、
長
寿
証
得
の
本
尊
に
あ
ら
ず
。
価
て
報
中

論
三
の
無
作
三
身
を
以
て
当
宗
の
本
尊
と
す
べ
き
者
な
り
。
（
糊
ｘ
一
桐
鮒
）

と
い
わ
れ
て
い
る
。
「
成
佛
と
云
ふ
ば
修
因
得
果
な
り
」
（
泄
哉
Ｍ
・
）
で
、
衆
生
が
佛
に
成
る
と
い
う
こ
と
ば
迷
ひ
よ
り
悟
へ
と
修
因
感

果
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
身
は
果
上
の
理
佛
な
る
故
に
因
果
な
く
、
応
身
は
化
他
の
佛
な
る
故
に
自
行
の
因
果
は
な
い
。
修
因
感
果

の
衆
生
に
応
じ
て
因
円
果
満
せ
る
佛
ば
三
身
の
中
に
は
報
身
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
故
に
報
身
本
佛
が
我
等
衆
生
の
成
佛
の
手
本
即
ち

本
尊
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
於
て
生
佛
一
如
の
道
理
が
成
立
す
る
。
以
上
が
隆
師
の
寿
量
顕
本
の
本
佛
を
、
三
身
即
一
、
本
囚

本
果
の
報
身
と
す
る
理
由
で
あ
る
。

の
顕
本
に
対
す
る
会
釈
で
あ
る
。

日
降
聖
人
に
於
て
は
久
遠
成
道
の
報
身
本
佛
は
因
果
所
修
の
佛
、
即
ち
本
因
本
果
具
足
の
有
相
事
佛
で
あ
っ
て
、
無
始
の
始
よ
り
無
終

の
終
り
に
至
る
ま
で
妙
法
蓮
華
経
を
信
行
し
続
け
る
常
住
不
滅
の
佛
な
り
と
す
る
。
こ
こ
を
経
文
に
は
「
我
本
行
菩
薩
道
所
成
寿
命
今
猶

未
誰
」
と
い
い
、
ま
た
「
我
智
力
如
是
慧
光
照
無
量
寿
命
無
数
劫
久
修
業
所
得
」
と
説
く
。
本
因
本
果
と
は
常
修
常
証
常
顕
常
満
と
い
つ

さ
て
上
述
の
報
身
本
佛
を
何
故
我
等
衆
生
の
本
尊
（
要
法
体
具
の
別
体
本
尊
）
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
之
に
関
し
て
隆
師
は
私

日
隆
聖
人
の
寿
量
本
佛
観

三
、
報
身
の
本
因
本
果
に
つ
い
て
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さ
れ
ば
一
言
に
ユ

疑
ふ
て
云
く
、

涌
と
云
ふ
や
。

然
ら
ば
こ
の
報
身
本
佛
は
久
遠
本
時
に
如
何
な
る
教
法
を
受
持
し
如
何
な
る
修
行
を
な
さ
れ
た
か
、
そ
れ
ば
い
う
ま
で
も
な
く
妙
法
蓮

華
経
の
受
持
・
口
唱
・
弘
通
の
信
行
観
で
あ
っ
て
、
一
念
三
千
証
得
の
法
行
観
で
ば
な
い
。
一
念
三
千
の
実
相
を
証
得
せ
る
佛
は
、
中
古

天
台
に
於
け
る
自
然
本
党
の
因
具
の
理
佛
と
は
異
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
や
は
り
果
上
の
法
身
で
あ
っ
て
結
局
実
相
の
理
佛
で
あ
る
。
隆

師
所
談
の
久
遠
成
道
の
報
身
は
常
修
常
証
、
因
果
所
歴
の
事
佛
で
あ
る
か
ら
実
相
証
得
の
法
身
佛
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
一
念
三
千
の

宝
珠
を
総
摂
せ
る
総
名
妙
法
蓮
華
経
を
信
行
下
種
し
た
ま
え
る
信
心
佛
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
隆
師
は
か
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

価
て
釈
尊
即
ち
前
佛
の
本
浬
梁
妙
滅
後
末
法
の
時
、
我
等
が
如
く
凡
夫
に
て
初
め
て
本
因
妙
名
字
即
の
信
位
に
居
し
て
観
妙
（
信
行
観

心
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
）
を
修
し
て
下
種
を
成
じ
、
弟
子
の
上
行
に
又
佛
種
を
下
す
。
此
れ
を
久
遠
下
種
と
云
ふ
。
（
剛
雛
棚
肌
鋲
一
）

と
明
さ
れ
て
い
る
。
「
我
本
行
菩
薩
道
」
の
菩
薩
道
は
妙
法
蓮
華
経
の
信
行
で
あ
る
。
従
っ
て
本
佛
釈
尊
の
身
相
は
我
等
が
如
き
凡
夫
に

し
て
名
字
信
位
に
居
し
て
自
ら
妙
法
蓮
華
経
を
信
行
し
、
ま
た
他
の
衆
生
に
対
し
て
妙
法
を
口
唱
し
弘
通
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
と
す
る
。

さ
れ
ば
一
言
に
本
佛
釈
尊
と
い
え
ど
も
本
因
本
果
の
釈
尊
・
上
行
は
一
体
に
し
て
、
而
も
本
因
妙
の
上
行
菩
薩
で
あ
る
。
隆
師
は

疑
ふ
て
云
く
、
常
の
釈
義
等
に
は
本
因
本
果
は
共
に
本
因
妙
を
以
て
釈
尊
一
佛
の
上
の
因
果
な
り
と
云
へ
り
。
何
ぞ
本
因
妙
を
以
て
地

即
本
果
、
本
果
即
本
因
に
、

の
修
行
な
り
と
す
る
の
が
、

て
久
遠
劫
の
修
行
を
意
味
す
る
。
故
に
本
囚
本
果
と
い
え
ど
も
こ
れ
実
に
は
総
じ
て
本
因
妙
の
佛
で
あ
る
。
本
門
に
於
て
は
爾
前
・
迩
門

等
の
一
定
の
因
行
老
修
し
て
佛
果
に
至
る
と
い
う
一
辺
の
因
果
の
通
念
を
以
て
因
と
果
と
を
切
離
し
て
論
ず
ろ
こ
と
ば
で
き
な
い
。
本
因

即
本
果
、
本
果
即
本
因
に
し
て
本
因
本
果
ば
因
果
倶
時
、
而
も
こ
の
因
果
は
無
限
に
連
続
し
て
ゆ
く
、
こ
の
本
因
本
果
を
一
ヶ
の
本
因
妙

答
ふ
、
釈
に
は
「
其
菩
薩
界
常
修
常
証
無
始
無
終
、
報
佛
如
来
常
顕
常
満
無
始
無
終
」
文
。
此
の
菩
薩
界
ば
本
因
妙
の
地
涌
な
り
。
報

日
隆
聖
人
の
寿
垂
本
佛
観

隆
師
の
教
学
で
あ
る
。

－7－



日
隆
聖
人
の
寿
量
本
佛
観

佛
如
来
は
本
果
妙
の
釈
尊
な
り
。
故
に
本
因
本
果
一
体
に
し
て
、
本
果
の
佛
界
よ
り
本
因
上
行
等
の
九
界
を
出
生
し
て
、
而
も
九
界
佛

界
師
弟
同
体
に
し
て
、
釈
尊
体
具
の
本
因
妙
上
行
九
法
界
は
、
自
性
所
生
本
有
の
支
分
、
本
来
自
性
の
菩
薩
界
な
り
。
故
に
一
体
同
体

の
因
果
、
父
子
師
弟
に
し
て
更
に
別
体
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
本
果
妙
の
釈
尊
も
因
行
の
時
は
本
因
妙
上
行
な
り
。
其
の
時
の
所
化
も
上

行
等
の
地
涌
な
り
。
本
因
妙
最
下
の
下
位
名
字
信
行
の
地
涌
な
り
。
地
涌
は
九
法
界
の
総
体
な
り
。
故
に
能
化
所
化
共
に
本
因
妙
に
居

し
て
而
も
上
下
の
位
を
存
す
る
も
の
な
り
。
〈
螂
蝋
心
配
菰
一
八
）

と
云
っ
て
い
る
。
「
十
界
具
足
方
名
円
佛
」
で
あ
る
か
ら
釈
尊
・
上
行
は
一
体
に
し
て
、
そ
の
本
果
の
辺
を
釈
尊
と
い
い
、
本
因
の
面
を

上
行
と
い
う
の
み
で
、
釈
尊
と
上
行
と
は
異
体
で
は
な
い
。
然
し
本
因
本
果
倶
に
自
行
化
他
同
時
で
あ
る
。
自
行
本
因
妙
の
辺
は
地
涌
菩

薩
で
あ
り
、
覚
他
の
辺
に
於
て
は
釈
尊
の
本
因
妙
地
涌
の
外
に
ま
た
所
化
の
地
涌
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
地
涌
は
本
佛
釈
尊
自
性
所
生

の
菩
薩
界
に
し
て
本
有
の
支
分
で
あ
る
と
せ
ら
れ
て
い
る
。
載
吐
鵬
縫
照
）

要
す
る
に
釈
尊
・
上
行
は
同
体
か
異
体
か
と
い
え
ば
、
自
行
の
面
に
於
て
は
両
者
は
一
体
で
あ
り
、
覚
他
の
面
に
於
て
は
両
者
は
異
体

に
し
て
師
弟
の
関
係
に
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

寿
量
品
に
は
本
佛
釈
尊
の
久
遠
成
道
を
顕
す
に
五
百
塵
点
の
讐
説
を
挙
げ
て
あ
る
が
、
隆
師
は
こ
の
警
説
に
於
て
、
中
古
天
台
の
五
百

座
点
仮
説
論
を
排
し
て
五
百
塵
点
実
説
諭
を
立
て
て
い
る
。
（
降
師
以
前
に
実
説
諭
を
唱
え
た
人
に
中
山
日
祐
師
あ
り
諒
嶮
〃
上
型
）
即

ち
隆
師
は

真
実
の
事
本
と
は
寿
量
品
に
久
遠
と
云
ふ
証
拠
に
五
百
塵
点
を
挙
げ
て
而
も
久
遠
な
り
と
云
へ
り
。
是
れ
真
実
の
事
本
久
遠
な
り
と
云

四
、
五
百
塵
点
の
経
旨
に
つ
い
て
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ザ
箙
巾
ヤ
ノ
王
亘
一
八
六
｝
ｒ
ぃ

疑
ふ
て
云
く
、
法
身
は
無
始
無
終
な
り
。
報
身
ば
既
に
因
果
こ
れ
あ
り
。
さ
れ
ば
玄
の
七
に
本
因
妙
に
初
発
菩
提
心
の
義
こ
れ
あ
り
と

釈
し
た
主
へ
り
。
若
し
雨
ら
ぱ
久
遠
と
は
云
へ
ど
も
本
因
妙
の
初
め
あ
り
。
是
れ
始
覚
な
り
。
何
ぞ
無
始
無
終
の
久
遠
と
云
ふ
や
。

答
ふ
、
法
身
の
無
始
無
終
は
一
代
諸
経
に
之
を
明
す
、
是
れ
理
常
住
に
し
て
久
遠
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
依
て
久
遠
と
云
ふ
は
事
に
約
し

て
之
を
論
ず
、
故
に
久
遠
と
云
ふ
は
報
応
に
こ
れ
あ
り
。
是
れ
常
住
不
滅
が
上
の
久
遠
な
り
。
啓
に
五
百
塵
点
を
取
る
、
所
髻
は
報
身

の
久
遠
な
り
。
：
．
：
．
：
．
本
因
妙
以
前
に
無
埜
無
辺
の
釈
尊
・
上
行
の
師
弟
、
自
体
顕
照
の
自
受
法
楽
の
説
法
こ
れ
あ
り
と
雌
も
、
自
行

の
成
道
な
れ
ば
名
体
も
替
ら
ず
唯
是
れ
釈
尊
上
行
の
一
佛
一
菩
薩
の
本
因
本
果
な
り
。
故
に
能
群
の
五
百
塵
数
の
本
因
妙
以
前
に
無
堂

無
辺
の
五
百
塵
点
こ
れ
あ
る
べ
し
。
其
の
中
の
一
ケ
の
五
百
塵
数
を
経
に
挙
げ
た
る
な
り
。
実
に
は
本
因
妙
以
前
に
無
始
久
遠
の
五
百

微
塵
こ
れ
あ
り
。
随
て
無
量
無
数
不
可
説
の
本
因
妙
の
釈
尊
・
上
行
の
出
現
こ
れ
あ
り
。
故
に
無
始
久
遠
と
云
ふ
な
り
。
（
類
文
、
刊
鯏

ｌ
隆
全
一
○
の
六
五
四
、
同
抄
八
三
ｌ
同
九
の
一
○
四
、
私
）

新
抄
七
ｌ
宗
全
一
八
七
、
宗
要
佛
部
ｌ
隆
教
一
の
四
○
九
等

と
あ
る
。
報
身
は
因
果
所
修
の
佛
な
る
故
に
こ
の
佛
の
性
櫓
上
本
因
妙
の
始
が
あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
本
尊
抄
の
「
佛
既
過
去
不
滅
未

来
不
生
」
の
文
は
こ
の
意
味
を
顕
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
報
身
に
本
因
妙
の
始
が
あ
る
故
に
「
過
去
不
生
」
と
い
わ
ず
に
「
過
去
不
滅
」

と
い
い
、
報
身
に
始
が
あ
っ
て
而
も
妙
法
を
受
持
し
て
以
後
尽
未
来
際
常
住
で
あ
る
か
ら
、
「
未
来
不
生
」
と
い
う
の
で
あ
っ
て
、
「
未

来
不
滅
」
と
い
う
が
如
き
は
函
削
・
迩
門
の
通
説
で
あ
り
、
本
門
の
永
異
諸
経
の
意
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
（
私
崎
剛
七
刷
鯨
全
）

い
る
が
、
実
は
こ
れ
に
無

経
抄
八
五
（
靴
嶮
飢
・
）
に

へ
り
。
（
剛
雛
砂
川
幸
七
）

と
て
、
経
文
の
五
百
塵
点
は
報
身
本
佛
の
実
際
に
修
行
せ
ら
れ
た
歴
史
的
経
過
時
間
に
し
て
、
経
に
は
単
に
一
ヶ
の
五
百
座
点
を
挙
げ
て

い
る
が
、
実
は
こ
れ
に
無
量
無
辺
の
五
百
座
点
あ
り
と
し
、
こ
れ
を
以
て
報
身
如
来
の
無
始
久
遠
な
る
こ
と
を
実
証
せ
ら
れ
て
い
ろ
。
弘

日
隆
聖
人
の
寿
量
本
佛
観
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報
身
の
本
因
本
果
と
い
う
の
は
理
成
法
身
の
如
き
非
因
非
果
非
生
非
滅
の
常
住
の
意
で
ば
な
く
、
修
因
感
果
の
修
行
の
長
遠
な
る
こ
と
を

意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
を
隆
師
は
「
法
身
の
無
始
無
終
は
．
：
…
そ
れ
理
常
住
に
し
て
久
遠
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
依
て
久
遠
と
云
う

は
事
に
約
し
て
之
を
論
ず
。
…
…
是
れ
常
住
不
滅
の
上
の
久
遠
な
り
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
法
身
の
理
常
住
は
歴
史
的
時
間
を
超
越
せ
る

絶
対
的
永
遠
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
報
身
の
事
久
遠
と
い
う
の
は
相
対
的
に
推
移
し
発
展
し
て
ゆ
く
歴
史
的
時
間
に
於
け
る
長
遠

で
あ
る
。
是
れ
伝
教
大
師
が
不
変
真
如
の
凝
然
常
住
に
対
し
て
随
縁
真
如
の
縁
起
常
住
と
い
わ
れ
た
も
の
に
相
当
す
る
。
（
鏑
刈
州
研
蘓
砿
）

大
体
不
変
常
住
は
相
対
的
歴
史
的
時
間
の
否
定
で
あ
っ
て
、
実
は
時
間
の
上
に
於
け
る
常
住
で
は
な
い
。
真
の
常
住
と
か
久
遠
と
か
い

う
も
の
は
経
過
し
推
移
し
て
ゆ
く
時
間
の
上
の
存
在
で
あ
る
。
時
間
の
上
に
於
け
る
久
遠
で
あ
る
か
ら
始
め
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
而

も
そ
の
始
め
は
報
身
本
佛
に
於
て
は
三
世
常
恒
の
上
の
始
で
あ
っ
て
、
い
つ
も
始
い
つ
も
始
に
し
て
間
断
な
き
本
因
妙
の
始
で
あ
る
。
故

に
法
身
の
絶
対
的
理
常
住
と
報
身
の
相
対
的
事
久
遠
と
ば
時
間
に
於
け
る
量
の
差
で
は
な
く
質
の
差
で
あ
っ
て
、
法
身
ば
非
因
非
果
と
い

っ
て
因
果
始
終
を
超
越
せ
る
抽
象
観
念
の
常
住
で
あ
り
、
之
に
反
し
て
報
身
は
本
因
本
果
と
い
っ
て
囚
果
始
終
を
経
過
し
連
統
せ
る
久
遠

で
あ
る
。
こ
れ
が
宗
祖
が
開
目
抄
・
本
尊
抄
に
示
さ
れ
た
本
因
本
果
無
始
久
遠
の
報
身
本
佛
で
あ
る
。

さ
れ
ば
中
古
天
台
の
如
き
事
相
修
顕
を
否
定
せ
る
無
作
本
覚
の
概
念
を
以
て
、
当
宗
の
報
身
本
佛
の
本
覚
を
同
日
に
論
ず
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
中
古
天
台
に
於
け
る
本
覚
は
始
覚
の
修
顕
を
全
然
否
定
し
た
本
覚
で
あ
り
、
当
宗
の
本
覚
は
始
覚
の
修
行
を
久
修
業
所
得
し
た

本
覚
で
あ
り
、
中
古
天
台
の
無
作
三
身
は
生
滅
始
終
の
経
過
推
移
を
全
く
超
越
し
た
無
始
無
終
、
当
宗
の
無
始
無
終
は
生
滅
始
終
を
無
限

に
経
過
し
た
も
の
で
あ
り
、
無
為
無
作
と
い
っ
て
も
当
宗
の
意
に
於
て
は
中
古
天
台
に
異
り
、
有
為
有
作
を
無
限
に
積
重
ね
そ
の
究
極
に

本
覚
で
あ
り
、
中
古
天
台
（

に
経
過
し
た
も
の
で
あ
り
、

至
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
《
》

久
遠
本
地
の
報
佛
は
本
因
本
果
を
術
ふ
ろ
事
相
の
尊
形
な
が
ら
久
遠
な
り
常
住
な
り
と
説
く
、
是
れ
本
党
な
り
．
報
身
ば
か
り
本
覚
の

日
隆
聖
人
の
寿
星
本
佛
観

隆
師
ぱ
本
覚
を
解
し
て

－10－
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本
佛
釈
尊
が
あ
る
。
此
の
如
く
無
量
の
本
佛
釈
尊
が
あ

意
義
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
意
を
示
し
て
隆
師
は

と
い
わ
れ
て
い
る
。

と
云
い
、
ま
た
有
為
を
釈
し
て

本
行
菩
薩
道
時
よ
り
已
前
、
過
去
の
過
去
、
五
百
塵
点
の
五
百
塵
点
、
無
量
無
辺
の
無
量
無
辺
、
不
可
説
の
不
可
説
の
釈
尊
・
上
行
の

出
世
こ
れ
あ
り
。
是
れ
皆
本
時
自
行
唯
与
円
合
の
自
行
成
道
な
る
故
に
釈
尊
・
上
行
の
外
の
余
の
佛
稗
畦
更
に
こ
れ
な
く
、
唯
釈
尊
・

上
行
ば
か
り
な
り
。
故
に
無
堂
無
辺
の
釈
尊
を
以
て
本
佛
釈
尊
一
佛
と
為
し
、
不
可
説
無
堂
の
上
行
等
を
以
て
本
因
妙
上
行
等
と
為

す
。
：
．
：
．
故
に
本
因
本
果
の
成
道
と
云
ふ
も
一
因
一
切
因
、
一
采
一
切
果
し
て
無
重
無
辺
、
速
々
の
五
百
座
点
な
り
。
五
百
厘
点
と
云

ふ
も
東
方
よ
り
四
方
乃
至
十
方
の
五
百
塵
点
不
可
説
を
臂
ふ
ろ
五
百
な
り
。
然
ろ
を
一
ケ
の
五
百
塵
点
の
初
な
る
間
、
寿
量
品
に
は
東

さ
て
五
百
塵
点
に
無
数
の
五
百
塵
点
が
あ
る
か
ら
本
佛
釈
尊
の
我
本
行
菩
薩
道
以
前
に
前
佛
の
本
佛
釈
尊
が
あ
り
、
ま
た
そ
の
前
佛
に

佛
釈
尊
が
あ
る
。
此
の
如
く
無
量
の
本
佛
釈
尊
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
本
佛
釈
尊
一
佛
の
因
果
と
兄
る
と
こ
ろ
に
、
隆
師
の
報
身
顕
本
の

一
切
衆
生
の
下
種
を
成
ず
る
木
因
妙
自
受
用
身
の
智
慧
は
、
無
為
の
上
の
有
為
常
住
な
り
。
此
の
有
為
と
は
迩
門
・
爾
前
の
有
為
と
は

大
い
に
異
る
な
り
。
事
の
久
遠
を
指
し
て
有
為
と
云
ふ
故
に
、
理
極
事
遍
の
事
遍
を
有
為
と
云
ふ
。
此
の
有
為
は
随
縁
真
如
な
り
。
故

に
「
寅
体
即
覚
体
」
の
本
覚
智
を
有
為
と
云
ふ
。
此
の
本
覚
智
の
有
為
は
、
歌
に
云
く
、
「
中
々
に
猶
里
近
く
成
り
に
け
り
、
あ
ま
り

に
山
の
奥
を
尋
ね
て
」
等
と
云
へ
り
。
此
れ
は
無
為
常
住
の
奥
に
あ
る
処
の
有
為
常
住
を
よ
み
蝋
し
た
り
。
凧
雛
岫
川
瑚
仔
八
）

佛
な
り
。
報
佛
も
之
は
凡
夫
な
り
、
事
相
鹿
顕
の
従
因
至
果
の
報
佛
の
体
を
久
遠
な
り
と
云
ふ
、
是
れ
本
覚
な
り
。
事
は
迷
な
り
。
さ

れ
ば
事
相
の
報
佛
は
迷
の
佛
な
ろ
を
今
経
の
本
門
ば
か
り
久
遠
常
住
の
覚
悟
の
如
来
な
り
と
云
っ
て
、
事
迷
を
改
め
ず
事
佛
に
即
し
て

久
遠
と
云
ふ
故
に
本
党
な
り
。
故
に
本
党
を
ぱ
事
に
約
す
と
云
ふ
べ
き
な
り
。
痂
棚
訓
叩
二
）

日
隆
聖
人
の
寿
迅
本
佛
観
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と
い
わ
れ
て
い
る
。

以
上
五
百
塵
点
の
前
に
五
百
塵
点
が
あ
り
、
本
佛
釈
尊
の
前
に
前
佛
釈
尊
が
あ
っ
て
無
限
の
過
去
に
遡
っ
て
ゆ
く
、
而
も
こ
の
無
数
の

五
百
塵
点
を
釈
迦
一
佛
の
因
果
と
す
れ
ば
本
佛
釈
尊
の
修
行
は
実
に
無
始
無
終
の
久
遠
に
亘
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
考
え
ら
れ
る
こ
と

は
、
然
ら
ば
こ
の
無
始
無
終
久
遠
の
修
行
は
一
体
、
無
数
の
五
百
塵
点
は
い
づ
れ
も
同
一
性
の
も
の
で
円
線
形
の
く
り
か
え
し
で
あ
る

か
、
そ
れ
と
も
唯
一
回
性
の
も
の
で
直
線
形
の
修
行
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

今
そ
れ
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
な
ら
ば
、
そ
の
い
づ
れ
で
も
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
報
身
本
佛
は
事
の
時
間
を
経
て

久
遠
の
修
行
を
な
す
佛
な
れ
ば
、
前
に
述
べ
た
如
く
そ
の
修
行
に
は
始
め
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
始
め
は
三
世
久
遠
の
上
に
於
け

る
始
め
で
あ
っ
て
、
い
つ
も
始
め
い
つ
も
始
め
断
絶
な
き
無
始
無
終
の
始
め
で
あ
る
か
ら
、
単
な
る
円
線
形
の
く
り
か
え
し
で
は
な
い
。

若
し
同
一
性
の
く
り
か
え
し
で
あ
る
な
ら
ば
、
報
身
本
佛
の
修
行
に
は
無
限
の
前
進
も
発
展
も
な
く
常
に
信
行
の
始
に
戻
っ
て
く
る
か
ら

信
行
成
満
の
佛
果
を
期
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
で
は
唯
一
回
性
の
も
の
の
連
続
で
あ
る
か
と
い
え
ば
そ
う
で
な
い
。
信
行
に
は
間
法
よ

り
信
心
へ
、
信
心
増
進
よ
り
口
唱
へ
、
一
唱
よ
り
二
唱
三
唱
へ
、
更
に
弘
通
へ
と
進
展
し
、
遂
に
無
数
劫
に
連
続
し
て
ゆ
く
と
こ
ろ
は
正

し
く
直
線
形
の
発
展
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
所
信
所
行
の
佛
法
は
常
に
同
一
の
妙
法
蓮
華
経
で
あ
っ
て
、
他
の
佛
法
に
か
わ
る
も
の

で
な
い
か
ら
、
い
つ
も
名
字
信
位
に
住
す
る
の
で
あ
る
。
故
に
単
な
る
直
線
形
の
修
行
で
は
な
い
。
こ
こ
を
日
隆
聖
人
は

名
字
即
は
法
体
法
位
に
し
て
本
地
首
題
に
は
義
味
を
付
け
ざ
る
法
爾
天
然
の
当
体
な
り
。
観
行
即
已
下
…
…
．
：
分
真
・
究
寛
と
梯
登
し

日
隆
聖
人
の
寿
量
本
佛
観

方
の
五
百
塵
点
を
挙
げ
て
本
因
本
果
を
害
ふ
る
な
り
。
本
行
菩
薩
道
已
前
の
本
師
釈
尊
よ
り
前
々
無
数
劫
の
本
因
本
果
の
成
道
を
ぱ
、

シ
ノ
ハ
ク

ノ
テ
ヲ
ス
ト

四
方
十
方
の
五
百
座
点
を
以
て
馨
と
為
す
べ
き
な
り
。
之
に
依
て
玄
の
七
に
云
く
、
一
若
久
成
佛
如
二
釈
迦
之
例
一
以
二
東
方
一
為
し
響
。

若
久
レ
此
者
即
以
二
四
方
一
為
し
畔
］
。
又
久
者
十
方
為
し
害
」
と
釈
し
た
ま
ふ
文
義
明
了
な
り
。
（
騰
鞭
棚
螂
叫
云
ハ
）

シ
シ
キ
ハ
ヨ
リ
チ
テ
ヲ
ス
ト
シ
キ
ヲ
ス
卜
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弘
経
抄
七
八

既
に
述
べ
た
如
く
、
久
遠
本
佛
報
身
釈
尊
は
本
因
本
果
事
相
修
顕
の
佛
に
し
て
、
久
遠
本
時
に
於
け
る
本
行
菩
薩
道
の
時
は
、
我
等
凡

夫
の
如
く
名
字
信
位
に
居
し
て
妙
法
蓮
華
経
を
信
行
す
る
本
佛
な
る
故
に
隆
師
は
色
相
荘
厳
の
尊
形
佛
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
。

て
等
覚
の
位
に
し
て
妙
法
体
内
の
三
千
三
観
円
油
し
て
妙
党
に
至
る
と
恩
ひ
て
あ
れ
ば
、
本
の
名
字
即
の
総
持
の
妙
悟
法
体
、
本
地
の

南
無
妙
法
蓮
華
経
に
還
帰
せ
る
な
り
是
れ
即
ち
等
覚
一
転
入
子
名
字
即
な
る
く
し
ゞ
一
糊
州
秒
肌
八
）

と
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
佛
の
本
因
妙
の
信
行
が
円
線
形
で
も
な
け
れ
ば
、
直
線
形
で
も
な
い
と
す
れ
ば
一
体
そ
れ
は
何
か
、
そ
れ

は
螺
線
形
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
五
百
座
点
の
次
に
ま
た
五
百
座
点
、
そ
の
次
に
ま
た
五
百
座
点
と
連
続
し
て
ゆ
く
こ
と
は
最
初
の
出

発
点
に
戻
っ
て
き
た
の
で
は
な
く
前
進
向
上
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
信
行
が
向
上
増
進
し
て
成
道
す
る
か
と
思
え
ば
、
そ
れ
は
妙
覚
究
寛

の
佛
果
に
至
る
の
で
は
な
く
最
初
信
心
の
名
字
即
位
に
戻
っ
て
く
る
。
し
か
し
そ
の
最
初
一
念
の
信
心
と
は
妙
法
蓮
華
経
を
離
れ
な
い
信

心
で
あ
る
か
ら
、
戻
っ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
初
の
五
百
座
点
を
踏
越
へ
、
観
行
・
相
似
・
分
真
と
梯
登
し
て
き
た
信
心
で
あ

る
か
ら
単
な
る
初
一
念
の
信
心
で
は
な
い
。
か
よ
う
に
螺
線
状
を
え
が
い
て
一
念
の
信
は
十
百
千
万
億
と
念
々
に
進
展
し
、
従
浅
至
深
し

て
浅
信
よ
り
深
信
へ
一
返
の
口
唱
よ
り
十
百
千
万
億
へ
と
進
み
、
一
人
へ
の
弘
通
よ
り
十
百
千
万
億
人
へ
と
常
説
法
教
化
し
て
ゆ
く
。
こ

の
信
心
・
口
唱
・
弘
通
の
功
徳
を
ま
た
元
の
初
随
喜
名
字
の
信
心
に
帰
し
て
信
行
を
増
進
す
る
、
こ
れ
が
本
佛
如
来
の
「
寿
命
無
数
劫
久

修
業
所
得
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

本
門
八
品
上
行
要
付
の
末
法
下
種
の
本
尊
は
三
身
即
一
久
成
の
報
身
な
り
。
此
の
報
身
は
三
世
常
恒
に
本
未
有
善
の
凡
人
に
趣
向
し
て

日
隆
聖
人
の
寿
量
本
佛
観

五
、
本
佛
釈
尊
は
色
相
荘
厳
の
佛

（
唯
翰
Ｍ
、

ー

に
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下
種
を
成
ず
、
故
に
下
種
の
位
は
名
字
な
り
。
此
の
名
字
初
心
始
行
の
者
を
以
て
正
機
と
為
す
間
、
久
遠
下
種
の
時
の
報
身
、
法
身
、

白
受
用
は
皆
尊
形
の
佛
身
な
り
。
故
に
報
中
論
三
の
三
身
に
し
て
報
身
一
佛
に
三
身
を
具
す
、
三
身
共
に
尊
形
の
佛
身
な
ろ
故
に
能
具

の
報
身
の
相
好
を
、
義
を
以
て
三
に
分
つ
と
沙
汰
す
べ
き
な
り
。
此
の
本
因
本
果
の
報
身
に
音
声
無
辺
、
色
像
無
辺
の
相
好
こ
れ
あ

り
。
謂
く
音
声
無
辺
は
本
因
妙
名
字
口
唱
の
妙
法
な
り
。
色
像
無
辺
は
本
果
の
上
の
相
好
な
り
。
此
の
一
佛
身
に
三
千
を
具
す
、
更
に

余
法
、
余
佛
の
余
の
相
好
な
く
、
唯
是
れ
三
千
依
正
十
法
界
周
遍
総
持
の
本
佛
な
り
。
此
の
本
佛
に
本
浬
盤
妙
を
具
す
。
故
に
応
佛
の

相
好
、
三
士
一
相
、
八
十
種
好
、
八
万
四
千
の
相
好
等
を
も
之
を
具
し
、
諸
の
相
好
を
従
多
帰
一
し
て
十
法
界
の
相
好
を
総
じ
、
本
因

本
果
の
尊
形
に
円
備
し
て
当
体
蓮
華
を
以
て
相
好
と
為
す
な
り
。
此
の
時
は
三
身
共
に
当
体
蓮
華
を
以
て
相
好
と
為
す
な
り
。
此
の
故

に
蓮
華
を
以
て
所
坐
と
為
す
な
り
。
（
箙
放
ひ
桐
抄
七
九
一

と
い
う
。
報
身
本
佛
は
三
身
即
一
に
し
て
三
身
を
具
す
る
、
そ
の
能
具
の
本
体
た
る
報
身
は
色
相
を
具
し
た
事
佛
な
れ
ば
音
声
無
辺
、
色

像
無
辺
の
相
好
を
備
え
た
尊
形
の
佛
身
で
あ
る
。
従
っ
て
所
具
た
る
三
身
に
於
て
も
相
好
を
備
え
る
と
す
る
。
三
身
の
中
報
応
二
身
は
も

と
よ
り
事
相
の
佛
な
れ
ば
相
好
を
具
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
一
般
に
無
相
佛
と
せ
ら
れ
る
法
身
佛
ま
で
も
相
好
を
具
す
る
の

だ
と
す
る
。
隆
師
は
法
身
に
於
て
理
体
法
身
と
尊
形
法
身
と
の
両
種
あ
り
、
理
体
法
身
は
雨
前
諸
経
に
通
ず
る
客
観
的
理
境
で
あ
る
か
ら

勿
論
無
相
で
あ
る
が
、
尊
形
法
身
は
本
門
の
報
身
所
摂
の
法
身
に
し
て
、
そ
れ
本
因
本
果
の
慈
父
釈
尊
と
境
智
冥
合
す
る
悲
母
多
宝
佛
で

あ
り
、
こ
の
多
宝
に
相
好
を
具
す
る
と
す
る
。
（
叩
北
七
取
意
）

法
身
に
相
好
を
具
す
と
い
っ
て
も
是
れ
相
好
の
根
本
を
い
う
の
で
あ
っ
て
相
好
の
種
子
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
即
ち
境
智
冥
合
の
実

相
に
理
・
智
の
こ
お
り
、
理
法
身
の
相
好
と
は
諸
法
の
如
々
が
従
多
帰
一
し
て
一
如
一
理
な
る
辺
を
い
い
、
こ
の
一
如
よ
り
法
界
の
如
々

の
多
如
に
周
通
す
る
辺
を
智
法
身
の
相
好
と
し
、
此
の
法
性
理
智
の
妙
境
よ
り
三
千
の
事
智
顕
れ
出
で
て
、
三
千
世
間
依
正
宛
然
自
受
法

日
隆
聖
人
の
寿
量
本
佛
観
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仰
せ
に
云
く
、
色
相
荘
厳
の
佛
に
於
て
二
意
あ
る
べ
し
。
爾
前
・
迩
門
の
色
相
の
佛
は
無
常
な
れ
ば
円
宗
の
所
用
に
あ
ら
ず
。
本
門
の

色
相
は
常
住
な
れ
ば
円
宗
の
本
尊
と
為
す
べ
し
。
：
…
・
無
作
三
身
と
は
本
門
寿
量
品
の
教
主
常
住
の
報
身
な
る
べ
し
。
若
従
別
意
正
在

報
身
、
之
を
思
ふ
く
し
。
此
の
報
身
と
は
本
因
本
果
成
就
の
佛
な
れ
ば
万
徳
円
満
の
色
相
荘
厳
の
佛
果
な
る
べ
き
事
異
論
な
し
。
之
を

以
て
蓮
師
聖
人
当
家
の
本
尊
と
定
め
た
ま
へ
り
。
在
々
処
々
の
御
抄
分
明
な
り
。
今
経
本
門
の
意
応
身
・
報
身
の
顕
本
之
を
明
す
。
．
：

：
．
…
…
山
家
大
師
の
云
く
、
一
念
三
千
即
自
受
用
身
、
自
受
用
身
者
出
尊
形
佛
一
妾
。
或
は
吾
ヵ
此
ノ
法
華
宗
ハ
久
遠
実
成
道
釈
迦
牟
尼
佛

実
報
土
中
ノ
説
一
芸
。
此
等
の
所
判
分
明
な
り
。
色
相
荘
厳
の
佛
、
円
宗
の
本
尊
な
る
べ
し
と
云
ふ
事
を
。

と
あ
り
、
隆
師
の
論
意
よ
く
ノ
ー
知
る
べ
き
で
あ
る
。
只
こ
こ
に
「
円
宗
の
本
尊
」
と
い
う
の
ば
、
総
名
南
無
妙
法
蓮
華
経
本
尊
体
内
所

さ
れ
ば
隆
師
は
伝
教
大
師
の
秘
密
荘
厳
論
の
．
念
三
千
即
自
受
用
身
、
自
受
用
身
者
出
尊
形
」
に
つ
い
て
、
他
師
は
殆
ん
ど
尊
形
を

超
出
せ
る
無
相
佛
に
解
し
て
い
る
の
に
反
し
て
、
却
っ
て
「
尊
形
佛
は
本
因
本
果
の
釈
尊
・
上
行
な
り
」
と
し
て
、
開
目
抄
・
本
尊
抄
・

血
脈
抄
・
当
体
義
抄
等
を
引
証
し
て
色
相
荘
厳
の
尊
形
佛
に
出
現
し
た
有
相
の
事
佛
で
あ
る
と
せ
ら
れ
て
い
る
。
調
吐
六
）

今
私
新
抄
六
（
僚
詮
へ
）
の
文
を
引
け
ば

之
を
授
け
、

班
側
詐
の
）

楽
し
て
法
々
塵
々
各
と
名
相
を
存
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
自
受
用
報
身
の
相
好
で
あ
り
、
こ
の
根
本
種
子
の
相
好
よ
り
用
を
縁
起
し
て
能
覚

の
尊
形
を
顕
す
と
き
に
、
対
機
機
見
の
他
受
用
勝
劣
両
応
の
相
好
が
生
ず
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
（
唖
一
姓

さ
て
こ
の
三
身
を
具
す
る
白
受
用
報
身
の
尊
形
佛
ば
大
悲
深
重
の
故
に
果
位
の
自
受
用
身
よ
り
従
果
向
因
し
て
事
寂
光
に
出
で
、
尊
形

の
自
受
用
釈
尊
ぱ
自
受
法
楽
の
妙
法
蓮
華
経
を
以
て
諒
形
の
自
受
用
上
行
に
之
を
付
嘱
し
、
上
行
は
末
法
尊
形
の
自
受
用
身
日
蓮
大
士
に

之
を
授
け
、
日
韮
大
士
は
末
法
の
本
有
三
因
た
る
自
受
用
身
の
修
顕
の
信
者
を
助
く
る
の
が
本
門
八
品
の
儀
式
で
あ
る
と
い
う
。
（
僻
纒
坐

日
隆
聖
人
の
寿
量
本
佛
観

〈
烹
碓
六
）
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日
隆
聖
人
の
寿
量
本
佛
観

摂
の
別
体
本
尊
（
人
法
一
体
、
人
面
法
裏
）
で
あ
っ
て
、
本
宗
が
釈
迦
・
上
行
の
人
本
尊
を
正
意
の
本
尊
と
す
る
意
味
で
は
な
く
、
「
末
代
当

時
は
首
題
を
以
て
正
体
の
本
尊
と
為
し
、
助
縁
助
道
の
方
は
色
相
荘
厳
の
佛
に
一
日
一
る
べ
し
」
｛
洞
吐
八
）
で
あ
る
こ
と
を
了
解
さ
れ
た
い
。

と
示
さ
れ
て
い
る
。
隆
師
も
こ
の
義
を
承
け
て
、
寿
量
顕
本
は
報
身
正
意
で
あ
る
と
せ
ら
れ
て
い
る
。
宗
要
佛
部
一
二
（
鵬
轍
一
一
、
）
に

事
成
の
本
は
真
実
の
本
な
り
。
是
れ
正
在
報
身
の
顕
本
の
本
な
り
。
此
の
本
は
佛
内
証
の
心
意
に
は
約
さ
ず
、
佛
の
外
相
の
色
と
身
と

に
約
し
て
果
頭
開
顕
す
る
報
応
の
久
遠
の
顕
本
な
る
故
に
、
佛
な
れ
ど
も
外
相
の
色
と
身
と
ば
事
な
り
。
此
の
色
身
の
事
を
久
遠
な
り

常
住
な
り
と
顕
本
す
る
故
に
事
成
の
本
と
は
云
ふ
な
り
。
此
の
本
因
本
果
報
身
の
外
相
の
色
身
久
遠
常
住
に
し
て
長
寿
な
り
と
云
ふ

ノ

ハ
ク
ル
ニ

ダ
テ

事
、
更
々
迩
門
・
爾
前
に
曾
て
之
を
明
さ
ざ
る
故
に
、
「
発
迩
顕
本
三
如
来
永
異
二
諸
経
こ
ど
ひ
か
ら
か
し
、
記
の
九
に
は
「
但
未
三
曾

力
ノ
ヲ

シ
セ
パ
ヲ
二
シ
ル

ニ
ル
ノ
フ
ト

ナ
リ
ニ
ク

説
二
久
成
遠
寿
一
：
：
：
若
論
二
遠
寿
二
向
項
し
異
」
と
釈
し
、
銭
の
一
に
ば
「
本
門
与
二
諸
経
二
向
異
．
：
．
：
所
し
言
異
者
所
謂
遠
寿
諸
経
永

と
示
さ
れ
て
い
る
。
隆
師
ば
寿
量
顕
本
に
於
て
理
成
顕
本
を
排
し
て
事
成
顕
本
を
取
り
、
事
成
顕
本
と
は
本
地
報
身
の
心
意
の
常
住
よ
り

も
色
身
の
久
遠
常
住
を
顕
す
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
色
身
の
遠
寿
な
る
こ
と
を
顕
す
こ
と
が
諸
経
永
無
、
一
向
永
異
な
る
所
以
で
あ
る
と
せ

ら
れ
た
。
而
し
て
降
師
は
報
身
の
寿
命
を
報
命
又
は
連
持
命
と
し
て
菩
命
と
区
別
せ
ら
れ
て
い
ろ
。
所
謂
弘
経
抄
八
六
（
巡
毯
肌
、
）
に

寿
量
品
の
本
地
三
如
来
の
寿
命
に
つ
い
て
は
、
天
台
大
師
が
既
に

〈
ノ
ハ
ノ
ハ
ハ
ヘ
・
ハ
ニ
チ
ル
ハ
タ
チ
ノ
ハ

法
身
非
し
量
非
二
無
量
一
、
報
身
金
剛
前
有
量
、
金
剛
後
無
量
也
、
応
身
随
し
縁
則
有
量
、
応
用
不
し
断
則
無
量
也
。
：
：
：
：
．
．
：
此
品
詮
量

法
身
非
し
量
非
一
蕪
量
一
、
報
身
金
剛
前
有
昼

シ
テ
ス
ヲ
シ
ヘ
バ
ノ
ー
ゾ
ク
リ
ニ

通
明
二
三
身
一
若
従
一
別
意
一
正
在
二
報
身
一

シ
ニ
ニ
ル

無
故
一
向
異
」
と
判
ぜ
り

六
、
久
成
本
佛
の
報
命
は
久
遠
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日
蓮
宗
の
義
に
云
く
、
円
教
の
初
住
已
上
と
い
ふ
円
教
に
爾
前
・
通
・
本
の
不
同
あ
り
。

然
る
に
爾
前
・
迩
門
の
円
教
の
教
主
既
に
有
為
の
報
佛
に
し
て
無
常
短
寿
な
ろ
故
に
、
連
持
命
無
常
な
り
。
随
て
心
法
の
慧
命
も
無
常

な
り
。
而
ろ
に
一
分
常
住
と
い
ふ
は
法
身
実
相
の
所
依
常
の
徳
な
り
。
．
．
：
…
：

本
門
の
意
は
色
報
の
連
待
命
、
久
遠
常
住
の
旨
を
明
す
。
疏
の
文
に
：
．
：
：
：
銭
の
一
に
：
：
：
：
．
。
此
の
遠
寿
と
い
ふ
は
尊
形
色
報
の
報

佛
は
連
待
命
な
り
。
此
の
連
持
報
命
の
佛
と
は
寿
量
の
「
我
実
成
佛
已
来
甚
大
久
遠
乃
至
常
住
不
滅
、
我
本
行
菩
薩
道
所
成
寿
命
今
猶

未
誰
」
と
云
へ
る
本
因
本
果
の
報
命
の
報
佛
な
り
。
：
：
：
此
の
報
命
に
即
す
る
慧
命
な
れ
ば
慈
命
も
久
遠
常
住
な
り
。
：
：
：

価
て
慧
命
常
住
の
義
は
心
法
な
る
故
に
、
爾
前
・
迩
門
の
諸
部
の
円
に
通
ず
ろ
な
り
。
報
身
の
連
持
報
命
常
住
久
遠
の
義
は
曾
て
迩
門

・
函
則
に
明
さ
ず
、
本
門
に
限
る
も
の
な
り
。
此
の
義
を
顕
さ
ん
が
為
に
本
迩
を
分
ち
て
久
遠
の
常
無
常
を
示
す
な
り
。
（
類
文
桐
士
三
）

と
あ
る
。
三
種
の
寿
命
の
中
、
慧
命
と
は
法
身
実
相
の
寿
命
に
し
て
色
心
二
法
の
中
に
は
心
法
に
当
り
、
連
持
命
は
ま
た
報
命
と
も
称

し
、
こ
れ
報
身
の
寿
命
に
し
て
宿
世
の
善
業
に
報
い
て
得
た
も
の
、
こ
れ
生
々
世
々
に
尽
き
ず
し
て
未
来
に
連
持
す
る
故
に
連
持
命
と
名

け
る
。
こ
れ
は
色
心
二
法
の
中
に
は
色
法
に
当
る
。
信
心
命
と
は
報
命
が
初
住
以
上
の
色
身
の
寿
命
な
る
に
対
し
て
こ
れ
は
名
字
凡
夫
の

信
心
の
寿
命
に
し
て
所
信
所
持
の
総
名
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
経
力
に
よ
っ
て
永
劫
に
朽
ち
ず
し
て
常
住
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

爾
前
・
迩
門
の
慧
命
は
実
相
の
常
住
な
る
に
つ
れ
て
一
分
常
住
の
徳
は
あ
れ
ど
も
、
連
持
報
命
は
有
為
報
佛
夢
裡
権
果
に
し
て
そ
の
色

報
は
無
常
で
あ
る
。
随
っ
て
法
身
の
慧
命
も
一
分
常
住
な
れ
ど
も
色
身
の
無
常
な
る
に
つ
れ
て
結
局
無
常
に
帰
す
ろ
と
い
う
の
で
あ
る
。

寿
命
に
三
あ
り
、
一
に
は
連
持
が
今

と
て
、
三
種
の
寿
命
を
標
し
、
就
中
幅

て
い
る
。
尚
同
抄
八
○
飛
雌
域
）
に

日
隆
聖
人
の
寿
量
本
佛
観

に
は
連
持
が
命
、
二
に
は
慈
命
な
り
。
此
の
二
の
外
に
信
心
の
寿
命
こ
れ
あ
り
。

際
し
、
就
中
偏
心
の
寿
命
永
劫
に
朽
ち
ず
し
て
発
心
畢
寛
二
不
別
し
て
信
行
成
満
の
妙
覚
位
に
至
る
こ
と
を
説
い
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日
隆
聖
人
の
寿
量
本
佛
観

本
門
の
本
佛
は
三
身
円
満
の
報
身
に
し
て
、
こ
の
報
身
佛
色
報
の
連
持
報
命
は
久
遠
常
住
で
あ
り
、
そ
の
所
覚
所
証
の
二
一
千
実
相
の
慧

命
も
亦
常
住
で
あ
る
。
詮
ず
ろ
ど
こ
ろ
久
遠
成
道
の
本
因
本
果
の
報
身
本
佛
の
報
色
の
身
体
も
心
法
も
共
に
久
遠
常
住
に
し
て
不
滅
な
り

と
顕
本
す
る
こ
と
が
、
寿
量
品
の
正
意
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
隆
師
は

恐
ら
く
は
連
持
報
命
の
尊
形
報
佛
の
、
而
も
本
因
本
果
の
十
界
三
千
円
満
し
た
る
釈
尊
・
上
行
の
師
弟
久
遠
常
住
な
り
と
説
く
こ
と
は

本
門
に
限
る
も
の
な
り
。
故
に
此
の
報
身
を
以
て
諸
佛
の
中
の
根
本
本
佛
と
為
し
て
第
十
佛
界
に
置
き
三
千
を
成
ず
。
…
…
…
此
の
事

の
三
千
の
事
は
報
身
の
報
色
の
身
体
よ
り
起
る
な
り
。
（
桐
北
四
）

以
上
要
す
る
と
こ
ろ
、
日
隆
聖
人
は
寿
量
顕
本
の
久
成
本
佛
に
つ
い
て
は
、
全
く
宗
祖
大
士
の
顕
本
の
本
義
に
準
拠
し
て
三
身
即
一
正

在
報
身
説
を
立
て
る
の
で
あ
る
。
こ
の
顕
本
の
正
意
は
三
身
中
報
身
に
あ
り
、
そ
の
報
身
が
自
受
用
身
で
あ
る
と
す
る
説
は
隆
師
当
時
の

他
門
流
の
諸
師
も
同
様
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
名
同
義
異
で
、
そ
の
報
身
の
内
容
に
至
っ
て
は
全
然
別
で
あ
る
。
当
時
の
他
門
流
の
諸
師
は

何
れ
も
中
古
天
台
の
自
受
用
身
説
を
襲
用
し
て
い
る
も
の
で
、
決
し
て
宗
祖
大
士
発
揚
の
顕
本
論
に
準
じ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
宗
祖

が
中
古
天
台
の
自
然
本
覚
の
放
逸
思
想
を
打
破
し
て
、
一
；
応
身
報
身
の
顕
本
」
就
中
「
五
百
塵
点
乃
至
所
顕
の
三
身
に
し
て
無
始
の
古
佛
一

な
る
実
修
実
践
の
報
身
本
佛
論
を
樹
立
さ
れ
た
真
義
を
全
く
無
視
し
て
し
ま
っ
て
、
却
て
宗
祖
以
前
の
中
古
天
台
の
教
学
を
鵜
呑
み
に
輪

と
仰
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

入
採
用
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。

今
等
海
口
伝
抄
に
よ
っ
て
中
古
天
台
の
佛
身
論
を
挙
げ
ろ
と

七
、
結
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才
富
し
・
す
一
四
九
七
一

即
ち
中
古
天
台
に
於
け
る
自
受
用
報
身
と
は
、
三
千
の
諸
法
、
法
々
塵
と
の
自
体
顕
照
の
本
覚
智
な
る
処
を
意
味
す
る
も
の
で
、
結
局

非
修
非
顕
の
自
然
法
雨
の
理
佛
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
理
佛
は
法
界
周
遍
す
る
故
に
一
定
の
相
好
を
有
す
る
佛
で
な
く
無
相
佛
で
あ
る
。

強
い
て
相
好
あ
り
と
い
う
な
ら
ば
そ
れ
は
法
界
森
羅
の
諸
法
に
過
ぎ
な
い
。

さ
れ
ば
こ
の
教
義
を
受
用
す
る
当
時
の
他
門
徒
に
於
て
は
、
何
れ
も
好
ん
で
伝
教
大
師
の
著
と
せ
ら
れ
る
秘
密
荘
厳
論
の
．
念
三
千

即
自
受
用
身
、
自
受
用
身
者
出
尊
形
佛
」
の
文
を
引
証
し
て
以
て
自
受
用
本
佛
の
無
相
佛
な
る
こ
と
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

然
る
に
日
隆
聖
人
は
宗
祖
闘
揚
の
寿
量
本
佛
は
自
然
法
爾
の
無
相
絶
対
佛
で
な
く
、
五
百
塵
点
の
事
の
時
間
を
経
過
し
常
修
常
証
し
た

ま
へ
る
因
果
所
修
の
自
受
用
報
身
な
り
と
す
る
。
従
っ
て
こ
の
本
因
本
果
の
報
佛
は
自
然
法
爾
迷
悟
未
分
の
理
即
佛
〈
湫
舘
加
叫
伽
抄
）
の

如
き
非
活
動
非
実
践
の
理
佛
で
は
な
く
、
最
も
活
動
的
な
実
践
的
な
色
相
荘
厳
の
尊
形
事
佛
で
あ
る
と
す
る
。

従
っ
て
本
佛
の
寿
命
を
論
ず
ろ
に
当
っ
て
も
他
門
流
で
は
法
身
的
慧
命
の
常
住
を
説
く
が
、
報
身
の
連
持
報
命
と
い
う
色
身
の
長
寿
を

説
か
な
い
。
法
身
の
慧
命
は
事
の
時
間
を
超
越
せ
る
非
因
非
果
非
生
非
滅
の
絶
対
的
常
住
で
あ
る
が
、
報
身
の
連
持
報
命
は
生
滅
因
果
を

示
現
す
る
相
対
的
時
間
に
於
け
る
久
遠
で
あ
る
。
隆
師
に
於
て
は
常
住
と
久
遠
と
を
区
別
し
、
常
住
を
法
身
の
寿
命
と
し
、
久
遠
を
報
身

日
隆
聖
人
の
寿
量
本
佛
観

心
賀
の
御
義
に
云
く
、
円
教
の
二
一
身
と
ば
無
作
の
二
一
身
な
り
。
無
作
の
三
身
と
は
始
め
て
修
顕
し
た
る
二
一
身
に
は
あ
ら
ず
、
我
等
身
口

意
の
三
業
本
来
無
作
と
し
て
三
身
円
満
の
体
な
ろ
を
無
作
の
三
身
と
云
ふ
な
り
。
（
峨
峨
さ

東
陽
の
御
義
に
云
く
、
：
：
：
：
修
行
を
侍
た
ざ
ゑ
川
に
自
受
用
本
有
に
住
し
、
自
体
天
然
に
し
一
』
無
作
本
有
の
成
佛
な
ろ
処
を
、
乗
二

於
如
々
真
実
之
道
一
来
成
二
妙
覚
一
と
云
ふ
な
り
。
本
有
の
智
が
本
有
の
理
に
相
称
ふ
を
、
智
称
二
如
理
一
と
云
ふ
な
り
。
：
…
…
・
従
し
理
名
レ

如
従
レ
智
名
レ
来
と
は
本
有
常
住
の
理
を
名
け
て
如
と
云
ひ
、
本
有
常
住
の
智
を
名
け
て
来
と
云
う
な
り
。
全
く
修
得
始
覚
の
報
身
に
は

あ
ら
ず
。

〈
叩
九
趾
）
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六
八
○
、

上
来
述
べ
て
来
た
報
寿
久
遠
の
尊
形
報
身
の
本
佛
を
以
て
我
等
末
代
行
者
の
妙
法
信
行
の
手
本
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
こ

の
報
身
本
佛
本
尊
は
是
れ
第
二
義
的
本
尊
で
あ
っ
て
、
我
等
の
第
一
義
的
絶
対
本
尊
は
総
名
要
法
た
る
南
無
妙
法
蓮
華
経
で
あ
る
。
報
身

釈
尊
本
尊
は
総
名
体
内
の
別
体
本
尊
で
あ
る
こ
と
を
断
っ
て
お
く
次
第
で
あ
る
。

日
隆
聖
人
の
寿
量
本
佛
観

の
寿
命
と
し
て
、
法
身
の
常
住
は

一
、

ー

法
身
の
常
住
は
雨
前
・
迩
・
本
に
通
ず
ろ
も
の
、
報
身
の
久
遠
は
本
門
に
限
る
も
の
と
説
か
れ
て
い
る
。

〈
蝿
雛
峨
川

-20－


